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【活動の基本情報】 
 参加学生数：8 名 
           （1 年生：7 名、2 年生：1 名） 
 活動期間：2023 年 5 月～ 
 担当教員：八島雄士、遠藤理一 
 

1．活動実施の経緯 

 「げんき大崎」のみなさんは、大崎地区の魅力を海と
山が接近した自然環境と港町として栄えた歴史・地理に
あると語られます。また、特徴的なつぼ型の大崎湾と泳

いで渡ることも可能な無人島（弁天島）は、地区の暮らしを持続的なものとする１つの資
源とも考えられています。また、新鮮な野菜や鮮魚等の朝市、食事等を提供できる施設「げ
んき大崎館かざまち」に加え、一棟貸しの民宿「百船人」も設置されました。地区の皆さ
んが学生と議論し、若者・よそ者視点の発想からアイディアを出していただきたいという
想いでスタートしました。 
 

2．活動の内容 
 新たに「大崎地区の歴史・地理と現状を体験的に調べ、暮らしを持続的なものとするた
めのステップを議論する」ことを目的に、２回生１名、１回生７名が参加しました。サポ
ート教員でも、観光学部教員として着任された遠藤理一先生が加わりました。特に、暮ら
しに関わる「植物、魚、農作物、柑橘類、食、行事・イベントなど」を要素に、カレンダ
ーの流れでポスターとして可視化するフェノロジーカレンダー作成を提案いただきまし
た。さまざまな活動をするなかで情報収集しました。具体的には、大崎地区住民向けイベ
ント、大崎で事業化されているシーカヤック体験、げんき大崎の夏イベント、地域の歴史
的な記録に関わる話し合いなど、９回の現地活動を実施しました。 
 

3．活動を通じて 
 初めての１回生が多く、フレッシュな雰囲気でスタートしました。参加した学生の活動
意欲が高く、サポート側として大変に助かりました。その成果がフェノロジーカレンダー
に現れてきています。次年度には、今年度までの活動の成果を継承しながらも、地域の集
まりに積極的に参加しながら、地域の方、学生とともにあるべき活動の形を議論していき
たい。げんき大崎の皆様のサポートも手厚く、楽しく良い経験ができました。 
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4．成果ポスター 
 

 




